
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧誘
するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもので
あり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であり、
今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を
保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾
者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

2016年11月21日 日本株式市場の見通し 日経平均株価は1万9,000円台が視野に 
2016年11月11日 「街角景気」は天候回復が後押し（日本） 

 労働力調査の雇用形態別（原数値）を見ると、正規

（正社員）の数は前年同月比＋2.2％、非正規（非正

規社員）の数は同＋1.6％と、ともに増加しています。雇

用者（役員を除く）に占める正社員の割合は62.7％と同

＋0.2ポイントとなり、正社員は数・割合ともに増えています。 

 一方、有効求人倍率の雇用形態別（原数値）を見ると、

常用的パートタイムの1.48倍に対し、正社員は0.92倍と

依然として1倍を割れています。 

改善が続く日本の「雇用環境」（日本） 

2016年11月30日 

「雇用環境」は、総務省が毎月発表する労働力調査や、厚生労働省が毎月発表する一般職業紹介状況な

どで把握することができます。なかでも労働力調査の中の完全失業率（労働力人口に占める完全失業者の

割合）や、一般職業紹介の中の有効求人倍率（公共の職業安定所における求職者1人に対し、企業から

何件の求人があるか）などが注目されます。「雇用環境」は、バブル期以来の良好な状況となっています。 

（No.1,956） 
〈マーケットレポートNo5,130〉 

 全体として「雇用環境」の堅調さが続くなか、最近では働き方改革といった、雇用形態についての議論が進ん

でいます。非正規社員の求人倍率は、正社員を大きく上回っており、非正規社員は引く手あまたですが、正

社員と非正規社員との間の待遇に格差が大きい場合も多く、非正規社員であることによって将来の見通しが

つきにくく不安を抱え、消費などが前向きにならない場合があります。多様な働き方を容認しながらも、職務や

能力が適正に評価されることで、労働力の活用や消費の促進に繋がることが期待されます。 

 29日に発表された労働力調査によると、10月の完全失業率（季節調整値）は前月比横ばいの3.0％と、

1995年8月以来の低水準を維持しています。完全失業者数（季節調整値）は前月比▲5万人の

197万人となり、1995年2月の198万人以来の200万人割れとなりました。 

 29日に発表された一般職業紹介状況によると、10月の有効求人倍率（季節調整値）は前月比

＋0.02ポイントの1.40倍と、バブル期の1.46倍に迫り、1991年8月以来の高水準となりました。また、労

働市場の先行きを示す新規求人倍率（季節調整値）は、前月比＋0.02ポイントの2.11倍となりました。 

「雇用環境」は堅調 
完全失業率は3.0％、有効求人倍率は1.40倍 

多様な働き方から労働力の一層の活用へ 

正社員の数・割合が増加 
ただし、正社員の有効求人倍率は1倍割れ 

http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/japan/key161111jp.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/japan/news161121jp.html

